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過去の四国の災害を教訓に「防災力」「防災意識」の向上を目指して

合同報告会
本格運用開始

東南海・南海地震対策に関する調査研究報告会
大学連携による寄附講座

愛媛県

主催 ： 一般社団法人 四国クリエイト協会、愛媛大学防災情報研究センター
共催 ： 国土交通省四国地方整備局、愛媛県、（公社）土木学会四国支部
後援 ： ＮＨＫ松山放送局、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ（申請中）、愛媛新聞社

（公社）土木学会継続教育（ＣＰＤ）認定プログラム

　四国は自然災害が発生しやすい特性を有しており、四国に住む人々は過去の災害から様々な
ことを学んできました。災害による被害を減らすためには、社会資本整備を進めるなどハード対
策を講じるとともに、自助・共助による地域防災力の向上を図るなど人々が被害を軽減するため
のソフト面の取り組みを進めることが重要です。

　そこで、四国クリエイト協会では産官学の連携・支援により、過去に四国各地で発生した主要な
災害に関する情報を収集・整理し、できるだけ多くの方々にご活用いただけるようインターネット
による情報提供をする「四国災害アーカイブス」の構築と、切迫する南海トラフ巨大地震に備え
行政機関が有する各種防災情報のデータベース化と共有化のための情報プラットフォームの形
成等を行い、広域的な防災体制の構築等のために必要な「東南海・南海地震対策に関する調査研
究」を愛媛大学寄附講座で実施しました。

 このたび、「四国災害アーカイブス記念講演会」と「東南海・南海地震対策に関する調査研究報
告会」との合同報告会を四国各県において開催いたします。

平成26年

松山全日空ホテル
本館４階 ダイヤモンドボールルーム

13：30～16：30（開場13:00）
4月21日㈪
日  時
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記念講演会申込書

貴社名・貴団体名 ご芳名 電話番号 E-mail

お問い合わせ
四国災害アーカイブス事務局（一般社団法人 四国クリエイト協会 企画部）
〒760-0066　香川県高松市福岡町3-11-22
FAX ： ０８７-８２３-８５６９　電話 ： ０８７-８２２-１６７６　E-mail ： info@shikoku-saigai.com

プログラム

会 場
住 所
電 話
交通機関

駐 車 場

松山全日空ホテル 4階 ダイヤモンドボールルーム
〒790-8520 松山市一番町3-2-1
089-933-5511
● 松山空港から車で20分
● 伊予鉄道リムジンバス一番町、大街道下車
● JR松山駅から車で8分
● 伊予鉄道市内電車大街道下車
収容台数90台

当日参加も可能ですが座席数に限りがございますので、下記の申込書に必要事項をご記入の上、FAX又はメールにて
お早めにご連絡くださいますようお願いたします。ご記入いただきました個人情報につきましては、今回の講演会のみ
で使用し、これ以外の目的で使用することはありません。
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四国災害アーカイブス記念講演会
東南海・南海地震対策に関する調査研究報告会
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合同報告会
本格運用開始

大学連携による寄附講座

①開会挨拶（13:30～13:40）
　福田 昌史（一般社団法人四国クリエイト協会理事長）
　柳澤 康信（国立大学法人愛媛大学学長）　

②四国災害アーカイブス事業検討委員会の取組概要
　（13:40～13:50）
　村上 仁士氏（徳島大学名誉教授）
　　　　　　　  （四国災害アーカイブス事業検討委員会委員長）

③特別講演（13:50～14:20）
　愛媛県「愛媛県の防災・減災への取り組み」
　薬師寺 隆彦氏（愛媛県県民環境部防災局危機管理監）

④成果報告（14:20～16:30）
　寄附講座「東南海・南海地震防災対策に関する調査研究報告」
　⑴四国災害アーカイブスの活用と東南海・南海地震への備え
　　矢田部 龍一（愛媛大学理事・副学長、防災情報研究センター長）
　　　　　　　　    （四国災害アーカイブス事業検討委員会委員）

　⑵調査研究４年間（４２ヵ月）の取り組み
　　愛媛大学防災情報研究センター 各担当教員
　　高橋 治郎(副センター長)　竹田 正彦(教授)
　　二神 透(准教授)　村岡 治道(准教授)
　⑶公共事業執行システム改革の道筋 ～迫り来る巨大災害に備えて～
　　木下 誠也（元 愛媛大学防災情報研究センター教授）
　　　　　　　　（元 四国災害アーカイブス事業検討委員会委員）


